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臨時総代会
危険段階別共済掛金率の設定
農業共済制度が変わります !
収入保険制度がはじまります
長野県警察からのお知らせ
組合員からのメッセージ
いざという時、お役に立ちます !
INFORMATION
ふるさとの味 旬の味
信州 名産・特産品
信州ぐるっとひとめぐり
クイズ
農業技術通信 Vol.3

第1回臨時総代会開催
いよいよ始動、改正制度！



　

組
合
員
ま
た
は
、
集
落
（
組
合
員

の
属
す
る
地
域
等
）
ご
と
に
過
去
の

被
害
率
に
応
じ
た
グ
ル
ー
プ
分
け
を

行
い
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
被
害
率
の

順
位
別
に
格
差
を
つ
け
て
共
済
掛
金

率
を
設
定
す
る
仕
組
み
で
す
。

組
合
員
ご
と
の
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
を
導
入
す
る
理
由

①	

組
合
の
広
域
化
に
よ
り
地
域
で
一

律
の
共
済
掛
金
率
に
不
公
平
感
が

で
て
き
た
こ
と
。

②	

加
入
者
ご
と
の
技
術
格
差
に
よ
り
、

事
故
発
生
状
況
に
大
き
な
差
異
が

生
じ
て
い
る
こ
と
。

③	

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
事
務
処
理
導
入

に
よ
り
、
個
人
ご
と
の
被
害
率
等

の
デ
ー
タ
管
理
が
迅
速
に
処
理
で

き
る
こ
と
。

④	

法
人
化
等
に
よ
る
大
規
模
化
に
よ

り
市
町
村
・
集
落
を
越
え
た
耕
作

等
に
対
応
す
る
掛
金
率
と
す
る
こ

と
。

⑤	

平
成
30
年
度
の
制
度
見
直
し
（
法

改
正
）
に
よ
り
、
平
成
31
年
１
月

か
ら
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
無
事
戻
し
の
廃
止
が
掛
金

の
さ
ら
な
る
引
下
措
置
に
代
わ
る

た
め
、
早
急
に
被
害
率
の
格
差
を

掛
金
負
担
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

①	

被
害
の
発
生
率
が
低
く
共
済
金
の

支
払
い
が
少
な
い（
ま
た
は
な
い
）

組
合
員
は
、
被
害
の
多
い
組
合
員

に
比
べ
少
な
い
掛
金
負
担
と
な
り
、

掛
金
負
担
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

②	

被
害
の
低
減
に
努
力
し
た
組
合
員

は
掛
金
負
担
の
軽
減
と
な
る
た
め
、

共
済
事
故
を
減
ら
そ
う
と
す
る
意

識
が
生
じ
ま
す
。

③	

被
害
率
の
低
い
農
業
者
が
高
い
掛

金
の
た
め
に
共
済
加
入
を
見
合
わ

せ
る
無
保
険
農
業
者
が
解
消
さ
れ

ま
す
。

④	

現
在
集
落
ご
と
の
設
定
で
あ
る
水

稲
で
は
大
規
模
化
が
進
み
、
市
町

村
を
越
え
て
耕
作
す
る
農
業
者
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
組
合
員
ご

と
の
設
定
と
す
る
こ
と
で
、
正
確

な
被
害
率
か
ら
掛
金
が
算
定
さ
れ

ま
す
。

①	

設
定
の
基
礎
と
な
る
掛
金
率

　

３
年
に
一
度
、
組
合
ご
と
、
共
済

目
的
等
ご
と
に
国
が
定
め
る
告
示
掛

金
率
を
基
準
と
し
て
組
合
員
ご
と
の

過
去
の
被
害
率
に
応
じ
て
設
定
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
改
定
の

な
い
事
業
に
つ
い
て
は
現
在
の
告
示

掛
金
率
（
一
部
旧
組
合
ご
と
）
を
基

準
と
し
ま
す
。

【
国
の
直
近
の
改
定
】

 

・
農
作
物
共
済　

  

平
成
30
年
度

 

・
家
畜
共
済　
　

  

平
成
29
年
度

 

・
果
樹
共
済　
　

  

平
成
28
年
度

 

・
畑
作
物
共
済　

  

平
成
28
年
度

 

・
園
芸
施
設
共
済  

平
成
30
年
度

（
注
）国
か
ら
の
告
示
掛
金
率
は
過
去

20
年
間
の
組
合
ご
と
の
被
害
率

を
基
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
　

※
家
畜
は
過
去
３
年
間
。

第1回臨時総代会開催
　
平
成
30
年
３
月
８
日　
塩
尻
市
「
長
野
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
」
で
第
１
回
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
９
９
人
中
、
本
人
出
席
85
人
、
書
面
出
席

１
１
０
人
、
合
計
１
９
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
佐
久
市
の
成
澤
健
司
総
代
が
選
任
さ
れ
、
提

出
さ
れ
た
11
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ
き
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
定
款
、
共
済
規
程
の
一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
、
平

成
30
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
収
入
保
険
の
準
備
が
整
い
ま

し
た
。

危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
の
設
定

≪組合内で同一の共済掛金≫

≪危険階段別の共済掛金≫

高被害組合員

低被害組合員

危険段階区分 共済掛金率
１
２
３
４
５
６
７

（例）3.5%
3.0%
2.5%
2.0%
1.5%
1.0%
0.5%

共済掛金率
（例）2.0％

高被害組合員

低被害組合員

設
定
の
メ
リ
ッ
ト

危
険
段
階
別

共
済
掛
金
率
と
は

設
定
の
基
準

第１号議案　
　定款の一部変更について
第２号議案　
　共済規程の一部変更について
第３号議案
　総代会議事運営規則の一部改正について
第４号議案
　監事監査規則の一部改正について
第５号議案
　職員給与規則の一部改正について
第６号議案
　職員給与細則の一部改正について
第７号議案
　平成29年度業務収支予算の変更について
第８号議案
　損害評価会委員の補欠選任について
第９号議案
　家畜診療所運営委員の補欠選任について
第10号議案
　危険段階別共済掛金率の設定について
第11号議案
　建物共済掛金率等の改定について
付帯決議
　権利義務に関しない軽微な事項の修正並び
に法令、その他行政庁の処分またはこれに基
づく指示により必要な字句の修正をするとき
は理事会に一任することが承認されました。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
の
ご
報
告

平
成
30
年
４
月
引
受
分
よ
り
建
物
共
済
、
農
機
具
共
済
を
除
く
す
べ
て
の

事
業
で
組
合
員
ご
と
に
危
険
段
階
別
の
共
済
掛
金
率
を
設
定
し
ま
す
。

議長

成
なるさわ

澤 健
け ん じ

司 総代

組合長理事

羽
は た

田 健
けんいちろう

一郎
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危険段階別共済掛金率の設定

■平成30年度  危険段階別共済掛金率設定内容
　主要な共済目的・引受方式についての記載となります。
　詳細は組合ホームページをご覧いただくかお近くの地域センター、支所にお問い合わせください。

・上記の共済掛金率に共済金額（補償金額）を乗じて共済掛金が算出されます。掛金の約50％を国が負担しますので、
　算出掛金の概ね半額が組合員負担掛金となります。
・また、平成31年１月には、制度見直しに伴う危険段階別掛金率の設定方法の改正も予定されています。

共済目的の種類等 地域センター別
掛金率 危険段階数 掛金の

最大格差
危険段階共済掛金率
最大 最小

農作物（水稲） 一筆方式

東信 0.096 6 6.5 0.547 0.084
南信 0.159 6 2.5 0.370 0.148
中信 0.070 6 10.0 0.564 0.056
北信 0.090 6 6.0 0.481 0.080

家　　　畜
成乳牛 県域 死廃 6 2.0 9.656 4.828

病傷 6 2.2 11.332 5.151

肥育用成牛 県域 死廃 6 2.0 2.598 1.299
病傷 6 2.4 4.088 1.703

果　　　　　　樹 主な加入方式については平成29年度と変更はありません。

畑作物（大豆）

一筆方式 東信・中信 1.700 4 1.2 2.000 1.600
一筆方式 南信 1.100 3 1.2 1.300 1.000
全相殺方式 中信 2.400 4 1.2 2.800 2.300
一筆方式 北信 1.200 3 1.2 1.300 1.100

畑作物（そば） 全相殺方式 県域 7.400 5 1.2 8.800 7.300

園芸施設
プラスチック
ハウスⅡ類

（ハウス＋附帯）

東信 4.945 10 2.0 8.623 4.312
南信 2.569 10 1.8 4.290 2.383
中信 2.473 10 2.0 4.682 2.341
北信 3.271 10 1.7 5.259 3.093

建
物
共
済

園
芸
施
設
共
済

共
済
金
請
求
権
へ
の

質
権
の
設
定
が
可
能
に

　

共
済
制
度
は
相
互
扶
助
を
基
本
と

す
る
補
償
制
度
で
す
が
、
県
域
の
組

合
と
な
り
、
同
じ
集
落
内
で
の
互
助

意
識
を
広
域
の
組
合
内
で
持
つ
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
公
的
制
度
と

し
て
安
定
的
な
加
入
を
進
め
る
た
め
、

県
域
組
合
と
し
て
の
相
互
扶
助
と
被

害
農
家
の
掛
金
負
担
限
度
を
考
慮
し

た
内
容
で
設
定
し
ま
し
た
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

共済目的の種類等 設定方式 危険段階数 危険指数最大値
（掛金の最大格差）

農作物（水稲） 旧組合・集落別 4〜11 1.2〜10.0

家畜（成乳牛・肥育用成牛） 組合員別
死廃 6 2.2
病傷 6 2.4

果　　樹

（りんご） 旧組合・組合員別 9 （最大) 3.0 （最大）
（ぶどう） 旧組合・組合員別 9 （最大) 2.3 （最大）
（な　し） 旧組合・組合員別 6 （最大) 3.0 （最大）
（も　も） 旧組合・組合員別 5 （最大) 3.0 （最大）

園芸施設（プラスチックⅡ類） 旧組合・組合員別 5 （最大） 1.5 （最大）

③	

平
成
30
年
度
に
設
定
す
る
共
済
目
的
の

種
類
等

　

す
べ
て
の
共
済
目
的
等
及
び
引
受
方
式

に
組
合
員
ご
と
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

率
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

④	

設
定
の
方
針

　

県
域
組
合
と
し
て
同
じ
被
害
率
の
組
合

員
に
は
同
じ
共
済
掛
金
率
を
基
準
と
し
ま

す
が
、
前
回
の
設
定
が
旧
組
合
ご
と
の
た

め
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
掛
金
率
が
大
き

く
異
な
る
場
合
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

地
域
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
被
害
率
に
よ
る
集

落
設
定
の
後
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
組
合
員

ご
と
の
設
定
と
す
る
複
合
方
式
と
す
る
こ

と
で
掛
金
負
担
額
の
激
変
緩
和
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
設
定
の
な
い
共
済
目
的

等
、
引
受
方
式
に
つ
い
て
は
県
域
の
組
合

員
ご
と
の
設
定
を
基
準
と
し
ま
す
が
、
加

入
者
が
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
掛
金
率

の
格
差
は
小
さ
い
も
の
と
し
ま
す
。

②	

平
成
29
年
度
の
設
定
状
況

平
成
30
年

4
月
改
正

①
総
合
共
済
の
地
震
等
補
償
割
合

　
【
現
　
行
】30
％

　
【
改
正
後
】50
％

②
総
合
共
済
の
１
棟
ご
と
の
共
済
金
額
の
最
高
限
度
額

　
【
現
　
行
】２
０
０
０
万
円 

　
【
改
正
後
】４
０
０
０
万
円

③
同
一
共
済
目
的
の
火
災
共
済
及
び
総
合
共
済
の
合
計
共

済
金
額
の
最
高
限
度
額

　
【
現
　
行
】６
５
０
０
万
円 

　
【
改
正
後
】1
億
円

④
総
合
共
済
の
特
別
費
用
共
済
金
対
象
事
故
を
自
然
災
害

ま
で
拡
大

⑤
特
約
に
「
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
」
を
新
設

⑥
臨
時
費
用
共
済
金
の
支
払
割
合
の
引
き
上
げ
及
び
選
択

制
を
導
入

⑦
自
動
継
続
特
約
の
更
新
回
数
制
限
２
回
を
９
回
に
拡
大

⑧
４
月
１
日
か
ら
掛
金
を
改
定

①
24
種
類
の
被
覆
材
の
標
準
価
額
を
増
額

②
被
覆
材
の
耐
用
年
数
に
、
長
期
耐
用
年
数
を

追
加

・
耐
久
性
軟
質
フ
ィ
ル
ム

　
現
行
４
年
に
加
え
、
10
年
を
追
加

・
耐
久
性
硬
質
フ
ィ
ル
ム

　
現
行
6
年
に
加
え
、10
年
、15
年
、17
年
及
び
20
年

を
追
加

①
質
権
の
設
定
と
は

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
借
入
金
の
担
保
と
し
て
、
火
災

共
済
の
共
済
金
請
求
権
や
返
還
保
険
料
請
求
権
に

対
し
て
質
権
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
ロ
ー
ン
を
貸

し
た
方
に
と
っ
て
は
、
建
物
が
火
災
で
全
焼
し
た

場
合
で
も
貸
付
金
を
回
収
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

②
事
務
手
続
き

　
共
済
加
入
者
は
、
共
済
金
請
求
権
に
質
権
を
設
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
と
合
意
し
た
場

合
、
質
権
設
定
に
必
要
な
書
類
等
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
提
出
、
承
認
と
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
等
は
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

建
物
共
済（
自
然
災
害
）の

補
償
が
充
実

被
覆
材
価
額
及
び

耐
用
年
数
の
見
直
し
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【
現
　
行
】水
稲
、
麦
に
つ
い
て
は
一
定

規
模
以
上
栽
培
す
る
農
業
者
は
、
意
思

に
関
わ
ら
ず
農
作
物
共
済
に
加
入
い
た

だ
く
「
当
然
加
入
制
」
で
す
。

【
改
正
後
】食
糧
管
理
法
が
廃
止
さ
れ
る

な
ど
制
度
自
体
の
前
提
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
収
入
保
険
制
度
や
ナ

ラ
シ
な
ど
の
経
営
安
定
対
策
が
任
意
加

入
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
収

入
保
険
へ
の
移
行
な
ど
、
農
業
者
が
加

入
を
選
択
で
き
る
「
任
意
加
入
制
」
に

移
行
し
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
産
か
ら
】

❶
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
新
設

　
（
農
作
物
共
済
・
畑
作
物
共
済
・
果
樹
共
済
）

　

地
域
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
収
穫
量
が

一
定
割
合
を
超
え
て
減
少
し
た
場
合
に
、

被
害
申
告
を
し
て
い
る
組
合
員
に
対
し
、

共
済
金
を
支
払
う
引
受
方
式
を
新
設
し

ま
す
。

【
新
設
時
期
：
平
成
31
年
産
か
ら
】

　

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
で
使
用
す

る
統
計
は
、
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て

い
る
農
林
水
産
統
計
の
中
で
最
小
区
分

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

・
市
町
村
統
計

　
水
稲
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば

・
都
道
府
県
別
統
計

　
果
樹

❷
一
筆
半
損
特
約
の
新
設

　
（
農
作
物
共
済
）

　

収
穫
量
が
50
％
以
上
減
少
し
た
ほ
場

に
お
い
て
、
実
測
を
し
な
い
で
50
％
減

収
と
し
て
評
価
し
、
共
済
金
を
支
払
う

特
約
を
新
設
し
ま
す
。

【
新
設
時
期
：
平
成
31
年
産
か
ら
】

❸
一
筆
全
損
特
例

　
（
農
作
物
共
済
）

　

一
筆
方
式
以
外
の
農
家
単
位
の
引
受

方
式（
半
相
殺
方
式
・
全
相
殺
方
式
）に

設
定
し
て
い
る
特
例
を
、
水
稲
品
質
方

式
、
麦
災
害
収
入
方
式
、
地
域
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
方
式
に
も
設
定
し
ま
す
。

【
設
定
時
期
：
平
成
31
年
産
か
ら
】

※
半
相
殺
方
式

　
　

農
業
者
ご
と
に
、
被
害
ほ
場
の
減

収
量
の
合
計
が
一
定
の
割
合
を
超
え

た
場
合
に
共
済
金
を
支
払
。

※
全
相
殺
方
式

　
　

農
業
者
ご
と
に
、
収
穫
量
の
合
計

が
一
定
の
割
合
を
超
え
て
減
収
し
た

場
合
に
共
済
金
を
支
払
。

※
災
害
収
入
方
式

　
　

農
業
者
ご
と
に
、
収
穫
量
が
減
収

し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
生
産
金
額
の

合
計
が
一
定
の
割
合
を
超
え
て
減
収

し
た
場
合
に
共
済
金
を
支
払
。

【
現
　
行
】共
済
金
の
支
払
基
準
と
な
る

「
補
償
割
合
」は
１
種
類
の
み
で
、
選
択

が
で
き
な
い
。

【
改
正
後
】農
業
者
が
選
択
で
き
る
よ
う

に
、
補
償
割
合
に
複
数
の
選
択
肢
を
設

け
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
責
任
期
間
か
ら
選
択
】

【
現
　
行
】「
短
期
加
入
」で
は
、
育
苗
ハ

ウ
ス
な
ど
の
被
覆
期
間
の
み
加
入
。

【
改
正
後
】地
震
・
水
害
な
ど
に
も
備
え
、

被
覆
し
て
い
な
い
時
期
も
含
め
、
周
年

で
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
パ
イ
プ
本
体
の
撤
去
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
短
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
責
任
期
間
か
ら
】

【
現
　
行
】共
済
金
支
払
対
象
を「
損
害

額
が
３
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
10
％

の
い
ず
れ
か
を
超
え
た
場
合
」。

【
改
正
後
】「
損
害
額
が
３
万
円
ま
た
は

共
済
価
額
の
５
％
の
い
ず
れ
か
を
超
え

た
場
合
に
」
に
引
き
下
げ
ま
す
。

　
農
家
負
担
掛
金
低
減
の
た
め
、「
損
害

額
が
10
万
円
を
超
え
た
場
合
」及
び「
損

害
額
が
20
万
円
を
超
え
た
場
合
」
を
追

加
し
選
択
肢
を
拡
充
し
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
責
任
期
間
か
ら
】

❶
死
廃
共
済
と
病
傷
共
済

【
現
　
行
】死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
は
セ

ッ
ト
で
補
償
。

【
改
正
後
】死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
に
分

離
し
て
、
一
方
の
み
の
補
償
及
び
別
々

の
補
償
割
合
の
選
択
可
能
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
】

❷
死
廃
事
故
の
補
償
金
額

【
現
　
行
】期
首
の
資
産
価
値
で
補
償
。

【
改
正
後
】日
々
価
値
が
増
加
す
る
肥
育

牛
等
は
、
事
故
発
生
時
の
資
産
価
値
で

補
償
し
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
】

❸
異
動
申
告

【
現
　
行
】農
業
者
は
、
家
畜
の
異
動
の

つ
ど
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
改
正
後
】期
首
に
飼
養
計
画
を
申
請
し

て
、
期
末
に
掛
金
を
調
整
す
る
方
法
に

変
更
し
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
】

❹
待
期
間
内
の
事
故

【
現
　
行
】家
畜
の
導
入
か
ら
２
週
間
の

待
期
間
内
の
事
故
は
、
補
償
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
改
正
後
】待
期
間
中
の
事
故
で
も
、
家

畜
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜

は
、
共
済
金
の
請
求
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
】

❺
牛
白
血
病
・
Ｂ
Ｓ
Ｅ

【
現
　
行
】家
畜
商
経
由
で
牛
白
血
病
・

Ｂ
Ｓ
Ｅ
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
共
済
金

の
支
払
対
象
外
。

【
改
正
後
】共
済
に
加
入
し
て
い
る
農
業

者
か
ら
家
畜
商
経
由
の
場
合
で
も
、
共

済
金
の
支
払
対
象
と
し
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
31
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
】

❻
診
療
費

【
現
　
行
】初
診
料
以
外
の
診
療
費
を
限

度
額
ま
で
補
償
。

【
改
正
後
】診
療
費
全
体
（
初
診
料
を
含

む
）
の
１
割
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

【
改
正
時
期
：
平
成
32
年
１
月
以
後
開
始

す
る
共
済
掛
金
期
間
か
ら
】

　

ほ
場
ご
と
に
、
収
穫
量
が
一
定
割
合

を
超
え
て
減
少
し
た
場
合
に
共
済
金
を

支
払
う
引
受
方
式
「
一
筆
方
式
」
を
廃

止
し
ま
す
。

【
廃
止
時
期
：
移
行
期
間
を
経
て
、
平
成

33
年
産
で
廃
止
】

　

近
年
過
去
に
な
い
災
害
が
発
生
す
る

中
で
補
償
対
象
外
の
自
然
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
農
業
者
が
将
来
発
生
す
る
リ
ス

ク
を
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
暴
風
雨
、
ひ
ょ
う
害
、
凍
霜

害
に
よ
っ
て
、
農
家
ご
と
に
収
穫
量
が

一
定
割
合
を
超
え
て
減
少
し
た
場
合
に
、

共
済
金
を
支
払
う
引
受
方
式
「
半
相
殺

特
定
危
険
方
式
」
と「
樹
園
地（
減
収
総

合
・
特
定
危
険
）方
式
」を
廃
止
し
ま
す
。

【
廃
止
時
期
：
移
行
期
間
を
経
て
、
平
成

33
年
産
で
廃
止
】

※
農
作
物
・
畑
作
物
共
済
の
一
筆
方
式

と
果
樹
共
済
の
樹
園
地
減
収
総
合
方

式
の
廃
止
は
、
大
規
模
災
害
等
に
よ

り
、
延
長
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
元
号
は
変
更
予
定
で
す
が
、わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
表
記
を
統
一
し
て
い
ま
す
。

農業共済制度が変わります!

■引受方式一覧（農作物共済・畑作物共済）

引受方式 支払基準 補償単位 損害評価
一筆方式
【平成33年産で廃止】 収穫量減少 ほ場 現地調査

半相殺方式 収穫量減少 農業者 現地調査

全相殺方式 収穫量減少 農業者 出荷資料

災害収入方式 ※麦共済のみ
品質方式　　 ※水稲共済のみ

収穫量減少かつ
生産金額減少 農業者 出荷資料

地域インデックス方式
【新設】 収穫量減少 農業者 統計データ

平
成
31
年

以
降
に
改
正

農
作
物
共
済

農
作
物
・
畑
作
物
・

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

家
畜
共
済

果
樹
・
畑
作
物
共
済

果
樹
共
済

農
作
物
・
畑
作
物
共
済

当
然
加
入
制
か
ら

任
意
加
入
制
へ
改
正

引
受
方
式
・

特
約
・
特
例
を
新
設

補
償
割
合
を
複
数
の

選
択
肢
か
ら
選
択
可
能
に

被
覆
し
て
い
な
い
期
間
も

補
償
の
対
象
へ

小
損
害
不
塡
補
の
見
直
し

死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
の

加
入
分
離
が
可
能
に

樹
園
地
方
式
と

特
定
危
険
方
式
の
廃
止

一
筆
方
式
の
廃
止

平
成
33
年
産

で
廃
止
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全
国
農
業
共
済
協
会
で
は
、
収
入
保
険

と
既
存
の
類
似
制
度
（
農
業
共
済
、
ナ
ラ

シ
対
策
、
野
菜
価
格
安
定
制
度
）
の
保
険

料
・
補
て
ん
金
な
ど
を
比
較
で
き
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
基
準
収
入
を
算
定
で
き

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
種
々
の
前
提
条
件
を
置
い
た
上
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
は
確
定
的
な
情
報
を
提
供
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
利
用
で
き
る
簡
易
版
で
す
。
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nosai-nagano.or.jp/

　
収
入
保
険
制
度
に
31
年
産
か
ら
の
加
入

を
お
考
え
の
方
や
興
味
の
あ
る
方
は
組
合

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
正
式
な
加
入
申

し
込
み
の
手
続
き
は
10
月
頃
に
な
り
ま
す

が
、
４
月
以
降
順
次
、
加
入
の
手
続
き
等

に
つ
い
て
個
別
に
説
明
、
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
で
は
、
ど
の
よ
う

な
収
入
減
少
が
補
償
の
対
象
と

な
り
ま
す
か
？

　
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少

や
価
格
低
下
な
ど
の
収
入
減
少

が
補
償
の
対
象
で
す
。
捨
て
作

り
や
意
図
的
な
安
売
り
な
ど
に
よ
っ
て
生

じ
た
収
入
減
少
は
補
償
の
対
象
外
で
す
。

　
自
然
災
害
等
に
よ
る
数
量
の
減

少
や
価
格
の
低
下
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
確
認
す
る
の
で
す
か
？

　

保
険
金
等
の
請
求
時
に
は
、

収
入
減
少
の
理
由
等
の
申
告
を

義
務
づ
け
、
収
量
の
減
少
や
価

格
の
低
下
の
要
因
等
を
確
認
し
ま
す
。
な

お
、
農
産
物
の
数
量
減
少
に
関
係
す
る
損

害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
事
故
発
生
の
通

知
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
収
入
は
、
農
業
者
が
自

ら
生
産
・
販
売
し
た
農
産
物
に
係
る

収
入
金
額
で
す
。

　
収
入
保
険
で
は
、
加
工
品
も

対
象
に
な
る
の
で
す
か
？

　
加
工
品
は
、
原
則
と
し
て
販

売
収
入
に
含
め
な
い
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
精
米
、
も
ち
、

梅
干
し
、
干
し
柿
、
牛
乳
な
ど
農
業
者
が

自
ら
生
産
し
た
農
畜
産
物
に
簡
易
な
加
工

を
施
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
売
上
は
、

対
象
収
入
の
計
算
上
、
農
畜
産
物
の
販
売

金
額
に
含
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
保
険
金
等
は
保
険
期
間
の
翌

年
の
支
払
で
す
が
、
税
務
上
、

保
険
期
間
の
総
収
入
金
額
に
算

入
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
？

　
翌
年
に
共
済
金
を
支
払
う
現

行
の
果
樹
共
済
同
様
に
、
収
入

保
険
で
も
、
保
険
金
等
は
税
務

上
、
保
険
期
間
の
総
収
入
金
額
に
算
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
一
定
割

合（
補
償
限
度
額
）を
下
回
っ
た
場
合

に
、
そ
の
下
回
っ
た
額
の
一
定
割
合

（
支
払
率
）を
補
て
ん
し
ま
す
。

　
基
準
収
入
は
、
ど
の
よ
う
に

設
定
す
る
の
で
す
か
？

　
補
て
ん
の
基
準
と
な
る
基
準

収
入
は
、
過
去
５
年
間
の
平
均

収
入
を
基
本
と
し
つ
つ
、
保
険

期
間
の
営
農
計
画
・
見
込
収
入
を
考
慮
し

て
設
定
し
ま
す
。
経
営
規
模
の
拡
大
や
、

農
業
収
入
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
収
入
の
増
加
を
反
映
で
き
る
こ

と
と
し
、
経
営
面
積
を
縮
小
す
る
場
合
や

単
収
・
単
価
の
低
い
作
物
へ
転
換
す
る
場

合
な
ど
は
、
こ
れ
ら
を
加
味
し
て
下
方
修

正
す
る
な
ど
、
客
観
的
な
算
定
ル
ー
ル
を

用
い
て
設
定
し
ま
す
。
下
方
修
正
の
場
合
、

保
険
期
間
の
見
込
収
入
が
基
準
収
入
と
な

り
ま
す
。　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農

業
者
が
経
営
を
移
譲
し
た
場
合
、

そ
の
青
色
申
告
実
績
は
引
き
継

が
れ
る
の
で
す
か
？

　
経
営
を
移
譲
す
る
場
合
の
青

色
申
告
実
績
の
取
扱
い
は
、
①

譲
受
人
が
青
色
申
告
を
行
う
者

で
あ
っ
て
、
②
経
営
移
譲
の
前
後
で
事
業

の
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
青
色

申
告
実
績
を
引
き
継
げ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

例
え
ば
、
青
色
申
告
を
行
う
子
へ
親
の
経

営
を
そ
の
ま
ま
移
譲
す
る
場
合
は
、
青
色

申
告
実
績
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
は
施
設
と
施

設
内
農
作
物
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
収
入
保
険
と
の
関
係

は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
園
芸
施
設
共
済
の
う
ち
施
設

内
農
作
物
を
対
象
と
す
る
補
償

に
つ
い
て
は
、
収
入
保
険
と
重

複
し
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
施
設
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
）
を

対
象
と
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
収
入
保
険
と
は
別
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
集
落
営
農
（
任
意
組
合
）
が

ナ
ラ
シ
対
策
に
加
入
す
る
場
合
、

そ
の
構
成
員
は
、
収
入
保
険
に

加
入
で
き
ま
す
か
？

　
こ
の
場
合
、
収
入
保
険
に
加

入
す
る
構
成
員
の
分
を
除
い
て

ナ
ラ
シ
対
策
に
加
入
申
請
す
れ

ば
、
当
該
構
成
員
は
、
収
入
保
険
に
加
入

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

収
入
保
険
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

架
空
請
求
詐
欺
被
害
が
多
発

県
内
の
平
成
29
年
中
の
特
殊
詐
欺
被
害
状
況

○
認
知
件
数　

２
１
９
件
（
前
年
比
プ
ラ
ス
４
件
）

〇
被 

害 

額　

２
億
６
９
４
９
万
円
余
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス

　
　
　
　
　
　

２
億
２
千
万
円
余
）

　

前
年
に
比
べ
る
と
被
害
額
は
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、

認
知
件
数
は
増
加
し
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い

ま
す
。身

に
覚
え
の
な
い
料
金
請
求
を

さ
れ
た
ら
、
慌
て
ず
相
談
を
！

携
帯
電
話
に
、

「
会
員
登
録
の
未
納
料
金
が
発
生
し
て
い
ま
す
」

「
本
日
連
絡
な
き
場
合
、
法
的
手
続
き
に
移
行
し
ま
す
」

　
等
と
メ
ー
ル
が
届
き
、
連
絡
先
に
電
話
を
す
る
と
、

○
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て
番
号
を
教
え
る
よ
う
に

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
端
末
機
を
操
作
し
て
料

金
を
支
払
う
よ
う
に

　
な
ど
と
料
金
を
請
求
さ
れ
る
の
が
架
空
請
求
詐
欺
で

す
。
突
然
の
料
金
請
求
が
あ
っ
て
も
一
人
で
悩
ま
ず
支

払
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

警
察
相
談
電
話

＃
９
１
１
０

長野県警察からのお知らせ

　
県
内
の
過
去
10
年
間
の
農
作
業
車
が
関
係
す
る
交

通
事
故
を
み
る
と
、
道
路
か
ら
「
転
落
・
横
転
」
し

て
ケ
ガ
を
し
た
り
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、

70
歳
以
上
の
方
が
約
７
割
を
占
め
、

月
別
で
は
発
生
件
数
・
死
亡
事
故

と
も
に
５
月
が
最
も
多
く
、
事
故

の
原
因
は
、
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー

キ
の
操
作
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

★ 交通事故防止のポイント ★
★
確
実
な
運
転
操
作
を
！

　
農
作
業
車
の
操
作
方
法
を
よ
く
理
解
し

て
確
実
な
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ
ー
キ
操
作
を

す
る
こ
と
が
安
全
運
転
の
第
一
歩
で
す
。

★
道
路
か
ら
農
耕
地
へ
の
出
入
り

　
は
低
速
・
直
角
に
！

　
田
畑
へ
斜
め
に
出
入
り
す
る
と
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
横
転
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
重
い
装
置
を
付
け

た
場
合
は
低
速
で
慎
重
に
。

★
確
実
な
安
全
確
認
を
！

　
エ
ン
ジ
ン
音
で
周
り
の
音
が
聞
き
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
周
囲
を
よ
く
見
て
危
険
を

早
期
に
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
に

ご
注
意
を
！

農
作
業
車
の

交
通
事
故
防
止

　
収
入
保
険
制
度
が
平
成
31
年
１
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
青
色

申
告
を
実
施
し
て
い
る
農
業
者
を
対
象
に
、
品
目
を
限
定
せ
ず
に
、
農
業
収
入
全

体
を
見
て
総
合
的
に
対
応
し
得
る
新
た
な
保
険
制
度
で
す
。
今
回
は
、
よ
く
あ
る

質
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

有料サイト利用料金の未納が発生しています。連絡なき場合、法的手続きに移行します。

電子マネー
で支払え!

AA

A

A

AAA

A

QQ

QQ

Q

QQ

Q

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、「
収
入
保
険
と
既
存
制
度

の
保
険
料
等
比
較
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
」「
基
準
収
入
の
算
定
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」を
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
が
運

営
等
を
行
い
、
地
域
の
窓
口
は
、

農
業
共
済
組
合
が
担
当
し
ま
す
。
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組合員からのメッセージ 私たちの取り組み事例

　
園
芸
ハ
ウ
ス
８
棟
、
約
18
㌃
に
60
種

類
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
父
母
と
一
緒
に
栽

培
し
て
い
ま
す
。
栽
培
に
携
わ
っ
て
10

年
に
な
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
全
量
贈
答
用

と
し
て
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ク
ラ
メ
ン
は
播
種
か
ら
出
荷
ま
で

約
14
ヵ
月
か
か
る
鉢
花
で
、
10
月
頃
種

を
蒔
き
、
翌
年
の
12
月
に
出
荷
す
る
ス

テ
ー
ジ
で
作
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

品
質
や
大
き
さ
に
も
こ
だ
わ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
苦
労
す
る
の
が
病
気
対
策
や
害

虫
の
防
除
と
、
色
素
を
常
に
保
つ
た
め

の
こ
ま
め
な
工
夫
で
す
。
ま
た
、
コ
ス

ト
に
気
を
遣
い
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
薪
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
薪
は
、

火
持
ち
が
い
い
よ
う
に
大
き
い
も
の
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
も
っ
と
種
類
を
増
や
し
自
分

だ
け
し
か
で
き
な
い
品
質
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
で

す
。
い
つ
か

一
度
で
も
い

い
か
ら
農
林

水
産
大
臣
賞

を
と
る
の
が

夢
で
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
と
レ
モ
ン
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
メ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
」
を
夫
婦
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。
15
年
ほ
ど
前
か
ら
栽

培
を
始
め
て
、
現
在
は
ハ
ウ
ス
３
棟
で

年
１
㌧
の
収
穫
で
す
。

　
メ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
は
収
穫
期
が
12
月

〜
２
月
で
、
苦
味
が
な
く
酸
味
も
強
す

ぎ
ず
ま
ろ
や
か
な
甘
み
が
特
徴
で
、
皮

ご
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。
丸
か
じ
り
の
お

い
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

減
農
薬
、
有
機
栽
培
に
も
努
め
て
い
ま

す
。
中
川
村
で
は
学
校
給
食
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
地
元
の
直
売
所
や
県
内
の

菓
子
店
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
口

コ
ミ
な
ど
で
徐
々
に
人
気
も
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　
仕
事
や
子
育
て
の
傍
ら
休
日
に
果
樹

の
手
入
れ
を
し
て
い
る
た
め
、
ま
だ
ま

だ
試
行
錯
誤
の
栽
培
で
す
。

　
今
後
は
生
産
量
を
増
や
し
て
県
内
外

の
菓
子
店
な
ど
に
多
く
出
荷
し
、
中
川

村
の
知
名
度
を
上
げ
た
い
で
す
。
そ
し

て
生
の
メ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
を
買
い
求
め

に
村
外
か
ら
訪
れ
る
人
も
増
や
し
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
村
内
で
の
生
産
者

が
増
え
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
か
ら
繁
殖
和
牛
の
飼
育
を

父
親
か
ら
引
き
継
い
で
営
農
し
て
い
ま

す
。
親
牛
10
頭
を
飼
育
し
て
い
て
、
年

間
に
子
牛
を
９
頭
ほ
ど
出
荷
し
て
い
ま

す
。

　
木
曽
地
方
は
中
山
間
の
高
冷
地
な
の

で
厳
冬
期
に
は
外
気
温
が
氷
点
下
10
℃

を
下
回
る
日
も
あ
り
ま
す
。
冬
場
か
ら

初
春
に
か
け
て
、
子
牛
は
親
牛
よ
り
も

寒
さ
に
弱
い
た
め
、
子
牛
畜
舎
に
は
電

熱
ヒ
ー
タ
ー
を
い
れ
て
風
邪
や
下
痢
に

な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
飼
育
作
業
に
お

い
て
も
畜
舎
の
外
と
中
で
は
靴
を
履
き

か
え
て
感
染
症
予
防
に
も
注
意
し
て
い

ま
す
。

　
親
牛
は
悪
天
候
を
除
い
て
、
基
本
的

に
は
朝
と
晩
に
畜
舎
か
ら
敷
地
へ
放
牧

さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
牛
を
観
察

し
、
発
情
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
人
工
授
精
師
に
お
願
い
し
て

種
付
け
を
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
私
が
牛
を
飼
う
の
は
先
祖
か
ら
引
き

継
い
で
き
た
農
地
を
守
っ
て
い
く
使
命

が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
牛

の
年
間
出
荷
の
ペ
ー
ス
を
維
持
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
ブ
ド
ウ
を
ハ
ウ
ス
で
40
㌃
、
露
地
で

１
２
０
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。
５
年
前

に
露
地
の
ブ
ド
ウ
の
棚
の
上
に
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

内
の
照
明
や
フ
ァ
ン
の
稼
働
、
運
搬
車

の
充
電
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
は
回
転
可
動
式
に
な
っ
て
い

て
、
冬
は
日
光
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

自
動
で
太
陽
光
を
追
尾
し
ま
す
。
春
か

ら
秋
は
園
地
に
光
が
入
る
よ
う
に
パ
ネ

ル
を
下
に
向
け
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
マ

ル
チ
を
敷
く
の
で
反
射
光
で
発
電
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
の
生

育
に
影
響
が
な
い
か
検
証
す
る
た
め
、

30
平
方
㍍
だ
け
試
験
的
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
強
風
の
時
は
パ
ネ
ル
を
水
平
に

し
て
風
の
抵
抗
を
少
な
く
し
て
、
雪
が

降
れ
ば
パ
ネ
ル
を
垂
直
に
し
て
積
も
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ブ
ド
ウ
棚
の
上
と
い
う
環
境
に
耐
え

ら
れ
、
作
物
や

発
電
に
支
障
が

出
な
い
こ
と
が

確
認
で
き
れ
ば
、

10
㌃
の
園
地
一

面
に
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

良
質
な
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
を
目
指
し
ま
す
！

（
コ
ス
ト
を
抑
え
ニ
ー
ズ
に
対
応
）

メ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
と
中
川
村
の
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
、
が
ん
ば
り
ま
す
！

先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ
農
地
を

守
っ
て
い
く
！

ブ
ド
ウ
の
棚
の
上
に
可
動
式
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
試
験
運
転
中
！

佐久市

横よ
こ
や
ま山 

準じ
ゅ
んさ

ん（
35
歳
）

中川村

矢や
ざ
わ沢 

有ゆ

き紀
さ
ん（
41
歳
）

木曽町

大お
お
く
ぼ

久
保 

喜き
よ
ふ
み

代
文
さ
ん（
69
歳
）

須坂市

岡お
か
き木 

由よ
し
ゆ
き行

さ
ん（
67
歳
）

有紀さんと三女の芽生（めい）ちゃん

丹精込めたシクラメン 大きい薪を使った薪ストーブ

ブドウの棚の上に可動式ソーラーパネル

畜舎での牛の世話
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いざという時、お役に立ちます!

　

降
ひ
ょ
う
や
台
風
の
襲
来
、
獣
の
出
没

な
ど
、
自
然
の
摂
理
の
な
か
で
播
種
か
ら

収
穫
ま
で
に
は
思
わ
ぬ
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
農
家
の
皆
様
に
は
「
お
天
と

う
様
に
感
謝
す
る
」「
天
を
恨
ま
ず
前
に
進

む
」
こ
と
の
大
切
さ
を
日
々
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
は
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
、
体

も
こ
こ
ろ
も
安
ら
ぎ
ま
す
。
お
い
し
い
も

の
を
生
産
し
て
い
る
皆
様
の
応
援
団
と
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
釣
り
が
大
好
き
で
、
現
在
は

船
釣
り
が
一
番
の
趣
味
で
す
。

　
釣
友
と
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
年
間
計
画
を
立

て
ま
す
が
、
予
算
の
都
合
上
頻
繁
に
は
行
け
ま

せ
ん
。
家
族
か
ら
承
認
が
下
り
、
行
け
る
と
決

ま
っ
た
時
は
準
備
段
階
か
ら
楽
し
み
つ
つ
、
前

日
ま
で
天
気
予
報
に
一
喜
一
憂
し
て
過
ご
し
ま

す
。
当
日
は
潮
の
匂
い
が
す
る
だ
け
で
嬉
々
と

し
、
万
が
一
釣
れ
て
し
ま
っ
た
ら
奇
跡
と
思
い
、

釣
れ
な
い
時
は
い
つ
も
の
こ
と
と
考
え
、
船
酔

い
の
時
は
ひ
た
す
ら
耐
え
て
い
ま
す
。

　
い
つ
か
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
満
杯
に
し

て
帰
路
に
着
き
た
い
で
す
。

　
小
学
３
年
生
で
始
め
た
野
球
を
現
在
も
続
け

て
い
ま
す
。
当
時
の
仲
間
達
に
誘
わ
れ
た
早
起

き
野
球
チ
ー
ム
で
年
間
15
試
合
ほ
ど
で
す
が
、

白
球
を
追
っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
年
々
体
の
衰
え
を
感
じ
つ
つ
も
、
こ
こ
ま
で

続
け
ら
れ
た
の
は
、
家
族
の
理
解
と
何
よ
り
野

球
が
好
き
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

た
と
え
誰
か
が
エ
ラ
ー（
ミ
ス
）を
し
た
と
し
て

も
違
う
誰
か
が
カ
バ
ー
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま

さ
に「
一
人
は
皆
の
為
に
、
皆
は
一
人
の
為
に
」。

　
野
球
に
限
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
思
い
を
日
々
忘
れ
ず
過
ご
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
冬
に
な
る
と
友
達
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
へ
行
く

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
た
だ
滑
る
だ
け
で
な
く
、

地
形
に
合
わ
せ
て
飛
ん
だ
り
、
回
転
し
た
り
し

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
上
手
く
飛
べ
た
と
き
は
達

成
感
が
あ
り
、
も
っ
と
難
し
い
技
に
挑
戦
し
た

く
な
り
ま
す
。

　
県
内
の
有
名
な
ス
キ
ー
場
は
ほ
と
ん
ど
滑
り

ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
に
よ
っ
て
は
、
県
外
や
海

外
か
ら
の
ス
キ
ー
客
も
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
の

滑
り
を
見
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
最
近
は
な
か
な
か
滑
り
に
行
け
て
な
い
で
す

が
、
今
年
は
時
間
を
作
っ
て
、
新
し
い
技
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東信地域センター中信地域センター

南信地域センター北信地域センター

〜 NOSAI長野　職員の紹介 〜

お
天
と
う
様
に
感
謝
！

釣
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

野
球
を
通
じ
て
思
う
こ
と

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
！

上
小
支
所 

事
業
係　

荻お
ぎ
わ
ら原 

美み

な

こ
奈
子

下
伊
那
支
所 

果
樹
係　

森も
り
や
ま山 

剛ご
う

事
業
課 

家
畜
・
果
樹
係　

清し
み
ず水 

健た
け
し志

事
業
第
二
課 

果
樹
係　

臼う
す
だ田 

圭け
い
す
け佑

　
共
済
掛
金
等
を
現
金
等
で

お
支
払
い
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産

省
及
び
長
野
県
の
指
導
に
よ

り
適
正
な
引
受
契
約
の
確
認

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
加

入
手
続
き
終
了
後
、
改
め
て

組
合
か
ら
「
共
済
加
入
内
容

の
確
認
書
」
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
確
認
書
が
届
い
た
場
合
は
、

お
手
数
で
も
必
要
事
項
を
ご

記
入
い
た
だ
き
、
必
ず
返
送

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
組
合
で
は
「
現
金
」
の
取

り
扱
い
に
伴
う
事
故
を
未
然

に
防
止
し
、
事
務
処
理
の
適

正
化
と
効
率
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振

込
で
納
入
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
は
、
す
べ
て
の
事
業

に
お
い
て
口
座
振
替
へ
変
更

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
と
長
野

県
警
察
は
平
成
29
年
12
月
19

日
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
等
の
啓
発

活
動
で
協
力
し
よ
う
と
、「
地

域
安
全
活
動
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
で
は
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
が
県
警
か
ら
犯

罪
被
害
防
止
や
交
通
安
全
等

の
情
報
を
受
け
、
広
報
紙
や

農
家
訪
問
の
際
に
情
報
発
信

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
内な

い
と
う
ひ
ろ
ふ
み

藤
浩
文
県
警
本
部
長
は

「
高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害
、

交
通
事
故
は
後
を
た
た
な
い
。

協
力
し
て
安
全
・
安
心
な
長

野
県
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

共
済
引
受
内
容
の

確
認

口
座
振
替
へ

変
更
の
お
願
い

共
済
金
の
お
支
払
状
況

（
収
穫
共
済
）

地
域
安
全
活
動
に

関
す
る
協
定
の
締
結

I N F O R M A T I O N

N O S A I 長 野 か ら の お 知 ら せ

　
農
業
が
好
き
で
す
。
主
人
は
機
械
を
使

う
時
の
み
で
、
田
畑
は
私
ま
か
せ
。
大
変

だ
け
ど
自
由
。
来
年
は
も
っ
と
良
い
物
を

と
楽
し
み
で
す
。　
　

  

上
田
市 

Ｎ
さ
ん

　
降
ひ
ょ
う
被
害
、
台
風
の
被
害
は
思
っ

て
い
た
以
上
に
大
き
く
、
収
入
は
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。
共
済
に
加
入
し
て
い
て

良
か
っ
た
と
、
改
め
て
思
い
知
っ
た
昨
年

で
し
た
。　
　
　
　
　

  

上
田
市 
Ｔ
さ
ん

　
昨
年
８
月
に
近
所
へ
落
雷
が
あ
り
、
電

話
機
等
が
故
障
し
ま
し
た
。
申
告
し
た
と

こ
ろ
、
補
償
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

  

塩
尻
市 

Ｋ
さ
ん

　
町
会
で
害
獣
駆
除
隊
を
結
成
し
、
昨
年

４
〜
10
月
末
ま
で
に
鹿
90
頭
他
多
数
を
駆

除
し
ま
し
た
。
何
年
ぶ
り
か
で
、
ト
マ
ト
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
等
が
ど
こ
の
家
で

も
採
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
民
よ
り
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

  

松
本
市 

Ｋ
さ
ん

　
父
親
が
高
齢
と
な
り
、
農
業
は
自
分
が

先
立
ち
で
行
う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
頃
農

に
対
し
て
関
心
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　

  

安
曇
野
市 

Ｕ
さ
ん

　

庭
先
の
柿
の
木
が
病
気
に
な
り
、
葉
は

早
々
に
落
ち
、
実
も
軟
ら
か
く
な
っ
て
落

下
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
干
し
柿
を
少
し

作
り
た
か
っ
た
の
に
残
念
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

飯
綱
町 

Ｍ
さ
ん

　

２
０
０
３
年
に
埼
玉
県
か
ら
移
住
し
て

き
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
夫
と
二
人
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
に
精
を
出
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　

  

木
島
平
村 

Ｉ
さ
ん

—  読者のみなさんのお声  —

※りんごは大災害のため、上記金額のうち198戸に101,769,717円を仮渡金として平成29年12月27日に支払いました。
※ぶどう・すももの災害収入共済方式と大豆・そばの全相殺方式は３月下旬支払い予定です。

事業名 支払戸数 支払共済金(円) 支払年月日 主な災害名
水　稲 404戸 20,399,914 平成29年12月25日 冷害・鳥獣害・病虫害・風水害

麦 72戸 9,921,366 平成29年  9月20日 土壌湿潤害・獣害・風水害（一筆・全相殺方式）
16戸 9,174,884 平成29年12月25日 土壌湿潤害・風水害（災害収入共済方式）

りんご 825戸 287,113,027 平成30年  2月  8日 風水害・ひょう害・凍霜害・獣害・雨害湿潤害
ぶどう 90戸 28,920,710 平成29年12月12日 ひょう害・雨害湿潤害・病害・獣害
な　し 54戸 14,187,610 平成29年12月12日 風水害・ひょう害・凍霜害・虫害
も　も 24戸 3,028,970 平成29年12月12日 ひょう害・病害・雨害湿潤害・凍霜害
か　き 7戸 577,980 平成30年  1月31日 雨害湿潤害

蚕　繭 1戸 131,080 平成29年10月16日 火災（春蚕繭）
1戸 13,560 平成29年12月25日 軟化病（初秋蚕繭）

大　豆 42戸 3,396,141 平成29年12月25日 土壌湿潤害・獣害・風水害

調印後握手する内藤本部長（左）と羽田組合長

NOSAI長野NOSAI長野 1213



五加前池

甲田池

男池
女池

大池

共有池

山田池

舌喰池
手洗池

東光寺池

新池

65

82

177

大湯

あいそめの湯

足湯「ななくり」

前山寺
龍光院

塩野神社

塩田野
パノラマライン塩田の館

中禅寺塩田の郷
マレットゴルフ場

無量寺

満願寺

とっこ館
無言館

信濃デッサン館

北
向
観
音

安楽寺
常楽寺

別所温泉駅

八
木
沢
駅

舞
田
駅

中
野
駅

塩
田
町
駅

中
塩
田
駅

下之郷駅

大学前駅

神畑駅

生島足島神社

長野大学

上田女子
短期大学

至上田駅

　
信
濃
町
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培

は
昭
和
46
年
、
果
樹
試
験
場
の
研

究
圃
場
設
置
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

同
町
は
寒
冷
地
栽
培
に
適
し
た
ハ

イ
ブ
ッ
シ
ュ
品
種
を
導
入
し
、
同

品
種
の
経
済
栽
培
が
日
本
で
最
も

早
く
行
わ
れ
た
町
で
す
。

　
50
年
代
に
入
る
と
県
の
試
験
先

行
栽
培
に
よ
り
町
内
各
地
で
栽
培
が
広
ま
り
、
体
験
型
の
農
園

と
し
て
の
取
り
組
み
を
主
体
に
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
栽

培
先
進
地
と
し
て
全
国
か
ら
の
視
察
者
を
受
け
入
れ
、
日
本
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
に
は
安
定
し
た
市
場
出
荷
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、

町
内
生
産
者
が
参
加
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
研
究
会
を
設
立

し
ま
し
た
。
栽
培
技
術
と
品
質
の
向
上
、
規
格
均
一
化
を
し
て

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
、
ワ
イ
ン
な
ど
に
加

工
さ
れ
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
盛
期

の
６
月
下
旬
か
ら
７

月
末
ま
で
は
生
食
で

も
販
売
さ
れ
、
町
内

各
地
に
あ
る
観
光
農

園
で
は
摘
み
取
り
体

験
が
で
き
ま
す
。

　
林
檎
ナ
ポ
リ
タ
ン
は
、
安
曇
野
の

自
然
の
恵
み
を
活
用
し
た
ご
当
地
グ

ル
メ
で
す
。
平
成
23
年
に
市
が
取
り

組
ん
だ
「
安
曇
野
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
開
発
事
業
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

商
品
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
曇
野
産
り
ん
ご
を
使
用
す
る
こ

と
が
絶
対
条
件
で
、
現
在
、
市
内
外

13
店
舗
に
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
は
、
玉
ね
ぎ
や
ト
マ
ト

な
ど
ナ
ポ
リ
タ
ン
に
通
じ
る
特
産
品

が
多
い
で
す
。
そ
の
上
リ
ン
ゴ
も
特

産
品
と
な
っ
て
お
り
、
意
外
な
組
み

合
わ
せ
で
す
が
美
味
し
く
好
評
で
す
。

　
安
曇
野
に
来
た
ら
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

材料（4人分）
★スパゲッティ…400ｇ
★ベーコン………120ｇ
★玉ネギ…………120ｇ
★ピーマン………40ｇ
★ケチャップ……200ｇ
★りんご…………中１ケ
★塩………………少々
★オリーブオイルまたはサラダ油…適量
★りんごジャム…40ｇ
★りんごチップ…４枚

安曇野市

「安曇野林檎ナポリタン」

信濃町

ブルーベリー

個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）が適切に管理いたします。賞品の発
送、広報紙への読者の声の掲載のためにご記入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際しては、個人情報の提供に
同意した上でご応募ください。●賞品または抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

■	

当
選
者
発
表

	

正
解
者
９
１
３
通
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

	

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
図
書
カ
ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
進
呈
し
ま
す
。

上の文字を組み合わせて
言葉を完成させてください。

答え  □□□□

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
          クイズ係

62円切手
をお貼り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え
□□□□
郵便番号・住所・氏名・年齢・
電話番号をご記入ください。
※取り上げてほしい記事や感

想、いろいろなおたよりを
お待ちしています。

（うら面）

塩
田
平

上
田
市

小
海
町	

宮
沢
け
い
子
さ
ん

佐
久
市	

梅
香
千
賀
子
さ
ん

佐
久
市	

鈴
木　
茂
男
さ
ん

御
代
田
町	

山
根　
正
夫
さ
ん

立
科
町	

宮
下　
　
守
さ
ん

上
田
市	

春
原　
節
子
さ
ん

上
田
市	

小
池　
澄
子
さ
ん

上
田
市	

中
村
喜
美
代
さ
ん

東
御
市	

山
浦　
義
代
さ
ん

長
和
町	

両
角　
織
江
さ
ん

青
木
村	

居
鶴　
貞
美
さ
ん

千
曲
市	

栁
沢　
一
好
さ
ん

坂
城
町	

沢
﨑　
克
明
さ
ん

伊
那
市	

向
山　
平
治
さ
ん

箕
輪
町	

根
橋
と
し
子
さ
ん

中
川
村	

大
場　
英
明
さ
ん

飯
田
市	

長
沼　
久
子
さ
ん

阿
南
町	

城
田　
桜
希
さ
ん

高
森
町	

太
田
冨
貴
子
さ
ん

下
條
村	

木
下　
克
子
さ
ん

木
曽
町	

畑
中　
　
隆
さ
ん

松
本
市	

藤
森　
令
子
さ
ん

塩
尻
市	

塚
原　
久
代
さ
ん

塩
尻
市	

小
野　
正
守
さ
ん

塩
尻
市	

三
沢　
夏
生
さ
ん

山
形
村	

布
野　
英
子
さ
ん

安
曇
野
市	

松
田　
美
穂
さ
ん

安
曇
野
市	

青
柳
チ
ア
キ
さ
ん

筑
北
村	

北
条
今
朝
富
さ
ん

大
町
市	

宮
田　
哲
二
さ
ん

大
町
市	

横
川　
勝
美
さ
ん

大
町
市	

伝
刀　
一
栄
さ
ん

中
野
市	

小
林　
千
春
さ
ん

飯
山
市	

佐
藤　
　
功
さ
ん

木
島
平
村	

佐
藤　
洋
子
さ
ん

長
野
市	

岡
村　
　
仁
さ
ん

長
野
市	

半
田　
史
子
さ
ん

長
野
市	

和
田
祥
一
朗
さ
ん

須
坂
市	

市
川
の
ぞ
み
さ
ん

小
川
村	

小
林　
純
子
さ
ん

■応募方法
記入例

（ハガキで応募
してください）

■締め切りは、平成30年5月25日（金）必着
■正解者の中から抽選で40名様に図書カード（1,000円分）を進呈します。
■�クイズの正解と当選者の氏名・市町村名は、「NOSAIながの」５号の紙面に
て発表します。

　
上
田
市
の
塩
田
平
は
、
鎌
倉

時
代
の
建
造
物
や
史
跡
が
点
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
信
州
の

鎌
倉
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
田
園
風
景
の
中
を
上
田
電
鉄

別
所
線
の
電
車
が
走
っ
て
い
て
、

終
点
に
は
別
所
温
泉
が
あ
り
、

無
料
で
楽
し
め
る
足
湯
も
あ
り

ま
す
。

　
春
風
が
吹
い
た
ら
「
ガ
タ
ン

ゴ
ト
ン
」と
、
ゆ
っ
く
り
電
車

に
揺
ら
れ
な
が
ら
出
か
け
ま
せ

ん
か
。

■	

前
号
の
答
え
：

告
申
色
青

つくり方
①	鍋に湯を沸かし、塩、スパゲッティ
を入れ、約７〜８分茹でる。

②	ベーコン１cm角、玉ネギはスラ
イス、ピーマンは１cm角に切る。

③	フライパンにオリーブオイルを入
れ、②の材料を炒める。

	 火が通ったらケチャップ、りんご
ジャムを入れ、茹であがった麺を
入れ、混ざったら最後にりんごを
スライスし、皿に盛りつける。

④	皿に盛ったパスタの上に、りんご
チップ（または、生のりんごの千
切り）とパセリを飾る。

一部写真提供：一般社団法人 信州上田観光協会

上田電鉄別所線 丸窓電車

上田電鉄別所線 六文銭電車

安楽寺 国宝八角三重塔 北向観音

前山寺 三重塔

NOSAI長野NOSAI長野 1415



　
日
本
の
イ
チ
ゴ
に
は
、
一
季
成

り
性
品
種
と
四
季
成
り
性
品
種
の

２
つ
が
あ
り
、
一
般
的
に
は
、
冬

場
に
ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
る
一
季
成

り
性
の
も
の
が
、
12
～
翌
年
５
月

に
か
け
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
四
季
成
り

性
品
種
は
、
こ
れ
ま
で
輸
入
に
頼

っ
て
き
た
６
～
10
月
頃
に
出
荷
で

き
る
こ
と
か
ら
「
夏
秋
（
か
し
ゅ

う
）
イ
チ
ゴ
」
と
も
呼
ば
れ
、
栽

培
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
県
内
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
夏
秋
イ
チ
ゴ
は
、

品
質
も
高
く
、
主
に
ケ
ー
キ
や
パ

フ
ェ
な
ど
製
菓
の
業
務
用
に
重
用

さ
れ
て
お
り
、
期
待
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
比
較
的
低
温
を
好
む
イ
チ
ゴ
は
、

気
温
が
高
く
な
る
夏
場
の
栽
培
が

難
し
く
、
県
内
で
の
栽
培
は
、
標

高
８
０
０
ｍ
以
上
の
高
冷
地
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
品
種

「
長
・
野
53
号
」
は
、
夏
秋
イ
チ
ゴ

と
し
て
は
標
高
の
低
い
６
５
０
ｍ

程
度
の
地
域
で
も
栽
培
が
可
能
で

す
。「
長
・
野
53
号
」
の
収
量
は
、

サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
よ
り
多
収
で
、

可
販
果
率
が
高
く
、
盛
夏
期
の
株

疲
れ
に
よ
る
８
月
以
降
の
収
量
の

落
ち
込
み
も
少
な
い
品
種
で
す
。

　
果
形
は
円
錐
、
果
皮
色
は
鮮
や

か
な
赤
色
で
光
沢
が
強
く
、
果
肉

は
淡
い
赤
色
、
果
実
の
糖
度
と
酸

度
は
、
サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
並
み

で
、
糖
酸
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
品
種

で
す
（
表
１
）。

　
加
え
て
、
サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス

に
比
べ
、
着
色
異
常
果
や
芯
止
ま

り
症
状
の
発
生
が
少
な
く
、
イ
チ

ゴ
栽
培
の
大
敵「
う
ど
ん
こ
病
」に

耐
病
性
で
、
サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス

の
弱
点
で
あ
っ
た
課
題
が
大
き
く

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
期
待
の
新
星「
長
・
野
53
号
」に

関
心
が
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
長
野
県
農
政
部
農
業
技
術
課
）

　
14
年
前
か
ら
15
㌃
の
遊
休
農
地
を
借
り
て

イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
、
４
年
前
か
ら
は
イ
チ

ゴ
狩
り
園
も
開
設
し
て
い
ま
す
。
品
種
は
章

姫（
あ
き
ひ
め
）で
、
酸
味
が
少
な
く
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
甘
い
イ
チ
ゴ
で
す
。
収
穫
の
ピ
ー
ク

は
２
月
で
す
。
パ
ー
ト
の
方
を
含
め
４
名
で

収
穫
し
、
地
元
直
売
所
、
ス
ー
パ
ー
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
夏
秋
イ
チ
ゴ
も
含
め
１
年
中

い
つ
で
も
お
い
し
く
味
わ
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
苦
労
す
る
点
は
、ダ
ニ
、ス
リ
ッ
プ

ス（
小
さ
な
害
虫
）、う
ど
ん
こ
病
対
策
で
す
。

　
ハ
ウ
ス
内
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
か
け
、

仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
と
と
も
に
イ
チ
ゴ
に
も

や
さ
し
い
音
楽
を
聴
か
せ
て
い
ま
す
。
松
本

周
辺
の
直
売
所
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
大
澤
農

園
の
イ
チ
ゴ
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
、
新

年
度
は
、
収
入
保
険
事
業
や
、
改
正
農
業
共
済
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
組
合
で
は
、
本
所
に
事

業
第
三
課
を
新
設
、
地
域
セ
ン
タ
ー
や
支
所
に
は

収
入
保
険
係
を
設
置
し
て
収
入
保
険
事
業
の
推
進

に
あ
た
り
ま
す
。
今
後
は
、
農
業
経
営
改
善
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
え
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
監
理
室
を
設
置
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。　
　
　
　
（
Ｋ
）

編
集
後
記

このパンフレットは、見やすい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

編集・発行／長野県農業共済組合（NOSAI長野）
　　　　　　〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
　　　　　 　TEL.026-217-5800　FAX.026-217-5816
　　　　　 　http://www.nosai-nagano.or.jp/発行日／2018年3月23日

クローズ
アップ松本市

大澤農園

大
おおさわ

澤 徳
のりつぐ

次さん（72歳）

　　 つや子
こ

さん（64歳）

農 業 技 術 通 信
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夏秋イチゴ新品種「長・野53号」
（平成30年3月 品種登録出願予定）

　
県
野
菜
花
き
試
験
場
は
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
新
品
種「
長
・
野
53
号
」を
発
表
し
ま
し
た
。
既
存
品
種

「
サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
課
題
で
あ
っ
た
着
色
異
常
果
や
芯
止
ま
り
症
状
の
発
生
が
少
な
く
、
う
ど

ん
こ
病
に
耐
病
性
の
期
待
の
新
品
種
は
、
３
月
の
品
種
登
録
出
願
を
経
て
、
平
成
31
年
か
ら
本
格
的

に
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。

53号 SP 53号 SP 53号 SP 53号 SP 53号 SP

20.5
18.3

11.4 10.2 10.4
9.1 8.8 7.8

8.7 8.3

6月 7月 8月 9月 10月

0

10

20

30

0

100

200

300

400

商
品
果
平
均
１
果
重（ｇ
）

注）53号：長・野53号、SP：サマープリンセス

商
品
果
収
量（ｇ
／
株
）

■規格外  ■LL  ■L  ■M  ■S  ●53号1果重  ◆SP1果重形 質 長･野53号 測定値 サマー
プリンセス 測定値

草　姿 中 間 開張性
草　勢 強 強
草　丈 やや高 30.8cm 高 32.5cm
果実の硬さ 中 2.00N やや軟 1.70N
果実の香りの強弱 やや強 中
糖　度 中 8.1% 中 7.8%
酸　度 中 0.82% 中 0.80%
うどんこ病抵抗性 高抵抗性 発病度0.0 罹病性 発病度11.0
芯止まり やや少 20.8% 多 33.3%

注）�調査は品種登録の審査基準に基づく。果実の硬さ：径3㎜プランジャーによる、
糖度（可溶性固形物含量）：Brix、酸度：滴定酸度

長・野53号の果実

長・野53号の草姿

図１：月別収量と商品果平均１果重の推移表１：「長・野53号」の主な特性


